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1 . Rapid cardiac adaptation to exercise demand sig-

nal and execution of maximal leg muscle contrac-

tion 

｛運動開始合函と最大下肢篇~支轄に対する急速な心

騒の遥fit)

高柳清美（札幌医科大学課霞医察学部｝

研究の目的は，心罰期の各位相における運動開始合

留の時期が心周窮変化および運動開始へどのような影

響を与えるか，遠心性運動の反復訓練により心周期過

渡応答は影響を受けるかを検討することであった。

運動開始合国が心電国 R-T期に位置したときにの

み基準心思期が一時的に廷長され，運動開始時の一時

的心居期の延長は繰り返し最大遠心性誤線でも維持さ

れた。このことにより，心房および心室筋細抱の脱分

撞関姶の遅廷が起り，結果的に急速に心周期を短縮さ

せたと考えられたO 心臓に対する神経活動と骨格篤に

対する神経活動の出現時期が異なったことより，運動

開始合図後の心臓と下肢筋の反正、は向調していをいこ

とが示唆された。また 運動に対する心居期の応答は

訓練に伴い運動定常状態に円滑な移行を示すが心拍数

増加の強震は誤練匝数によって変化しなかったことよ

ち，下肢筋の遠心性筋収縮書II練下では心応答の強度に

対する神経性の学習効果は認められないと考えた。

2. The effects of antidepressant drug treatments on 

activator protein-1 binding activity in the rat brain 

｛ラット舗におけるアクチベータープロテイン・1

結合能に対する抗うつ薬処墨の彰響）

田村達詐（神経精神震学）

リチウム〔Li)，イミプラミン〔IMI），パロキセチン

〔PXT）および拘束ストレスについて，ラット脳にお

ける activatorprotein-I〔AP-1）結合能に及ぼす彰響を

検討した。 Liの148関投与によって，大描変雲前頭

部 CFC）および、海馬で AP-1結合能の存意な克進がみ

られたが， I剖I,PXTでは変北しなかった。一方， 90

分障の急性拘束ストレスは FCでの AP-1結合能を有

意に充進させた。さらに， IMIの14日間前投与は， FC
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での急性拘束ストレスによる AP-1結合龍の充進を有

意に抑制したが， Li,PXT 辻変化させなかった。本研

究により，急性拘束ストレスは， FCで AP-1を介し

た遺伝子発現を変化させる可語性が示唆された。また，

慢性投与による AP-1結合誌の違いや，急性拘束スト

レスによる AP-1結合能の克進に対する作用の違いか

ら， Li,IMI, PXTは作用機序が異なることが示唆さ

れた。

3. Chronic lithium treatment increases the expres-

sion of brain-derived neurotrophic factor in the rat 

brain 

（ラットにお汁るリチウム種性処重の神経栄養因子

に友認す影響）

福本拓治（神経精神医学）

気分障害の病態は死後膳や MRIの研究からi毎馬や

前頭葉の神経掘鞄の変性消失が想定されてきており，

その治壕薬である抗うつ薬・気分安定薬の神経f呆護作

用が注目されてきている。本所究で辻，気分安定薬が

神経保護作用に重要な役割を果たす神経栄養医子に及

ぼす影響を明らかにするために l）チウムとパルプロ

酸が BDNF, GDNF及びそれらの受容体（TrkB,

GDNFRalpha, RET）に及廷す影響についてラットの

脳で検討した。ワチウムおよび、パルプロ薮慢性処量は

ラット髄で BDNF発現を克進させた。しかし， GDNF

発現に辻影響を及ぼさなかった。またリチウムとパル

プロ鼓の急性および、慢性処置辻 TrkB, GDNFRalpha, 

RETの発現にも影響を友ぼさなかった。本研究で明

らかにした気分安定薬の慢性処量による BDNF蛋白

発現の完進は，気分安定薬の治療効果の分子メカニズ

ムのーっと考えられた。

4. Preoperative diagnosis of intraductal papillary-

mucinous tumors of the pancreas with attention to 

telomerase activity 

（テロメラーゼ活性による騨管内乳頭題蕩の術前診

断〉

井上寛己（内科学第一）

｛自的｝醇管内乳頭腫蕩患者の ERCP撞行時に採


